
【書評】「あの山は火の山、あの石の塊は火なのだ：「気高く真実に満ちた絵画世界」へのあらたな挑戦」持田季未子著『セザンヌの地質学ーサン
ト・ヴィクトワール山への道』青土社」「持田季未子さん追悼文集」刊行委員会編『持田季未子さん追悼文集』「持田季未子さん追悼文集」刊行委
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